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『村上海賊の娘　上・下』
和田竜著
新潮社　2013年
請求記号：913.6/W12

『学生時代にやらなくてもいい20のこと』
朝井リョウ著
文芸春秋　2012年
請求記号：914.6/A83 

『イベリコ豚を買いに』
野地秩嘉著
小学館　2014年
請求記号：465.5/NO

秋田キャンパス 本荘キャンパス 大潟キャンパス
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　最近よく耳にする「イベ
リコ豚」とはいったいどん
な豚？
　その謎を解くべくスペイ
ンまで出かけ徹底取材した
食のノンフィクションです。
　生ハム作りに命を捧げる
職人たちとその家族のドラ
マとともに食肉流通事情も
明らかになります。
　これを読んだ後にはイベ
リコ豚を食べたくなること
必至。スペイン料理屋へ直
行しましょう。

　「桐島、部活やめるってよ」
の作者朝井リョウのエッセ
イ集です。早稲田大学在学
中に作家デビューした彼
が、どんな学生生活を送っ
ていたのか赤裸々につづ
られています。
　就職活動に悩む姿やあ
きれてしまう何ともアホな
エピソードも多々あり、爆
笑の連続。学生が読めば
この作家が身近に感じら
れることでしょう。

　2014年本屋大賞第1位！
　攻めて来る信長から大
阪本願寺を守るため、物
資輸送手段を海路に求め
た毛利。瀬戸内の海を操
れるのは村上海賊しかい
ない。舟に乗り、戦いに
挑んでいったのはなんと
娘の景姫であった。歴史
的解説が随所にあり読み
やすいです。
※本荘・大潟キャンパス
でも所蔵しています。

　秋田県立大学では日々変化している海外情勢や、実施可能なプログラムの内容、学生のニーズを的確に捉えるため、毎年学

生を派遣する先の見直しを行っています。ここからは平成 26 年度の５つのプログラムと、そのうちすでに実施された 3 つのプ

ログラムに参加した学生の声を紹介します。

タイ／カセサート大学短期留学
　平成 24 年 7 月に生物資源科学部と部局間学術交流協定を締結した

カセサート大学農学部とは、平成 24 年度に 1 名の学生を 1 年間派遣

するとともに、カセサート大学農学部の学生 4 名と教員 1 名が本学を

訪れるなど積極的に交流を行っており、昨年度までの 2 年間で 9 名の

学生が本プログラムに参加しています。

　今年度も、「東南アジア有数の農業生産を背景としたタイの大学農

学部での教育・研究の体験」、「タイの文化、産業、言語などを含めた

国際感覚の養成」、「今後の学生交流の発展方向の探索」という三つの

目標のもと短期留学プログラムを実施し、6 名の学生が参加しました。

中国／上海理工大学夏期留学
　上海理工大学は創立 110 周年を迎える総合大学として、40 か国・

地域からの 1,000 名以上の留学生が在籍する大学です。本学とは平成

23 年 1 月より大学間協定を締結しています。

　3 回目の派遣となる今年度は、システム科学技術学部から 6 名、生

物資源科学部から 4 名の学生が参加しました。広い視野と高いコミュ

ニケーション能力を持ち、海外でも活躍できる学生の育成を目標に実

施したプログラムでは、英語での専門講義や実験室の見学が行われた

ほか、日系企業への訪問や歴史文化遺産の見学などの課外活動も実施

されました。

グアム／グアム語学研修
　今年度で 3 回目となるプログラムには、システム科学技術学部から

10 名、生物資源科学部から 6 名の学生が参加し、広い視野で物事を

考える力を身につけることを目標に実施しました。

　グアム大学での英語学習コース (ESL) の受講や、社会学の授業の聴

講などを行った他にも、グアム大学の学生や現地の人々へのインタ

ビューや、ダンス体験、調理体験などを通じて、グアムに古くから伝

わる「チャモロ文化」に触れるなどの課外活動も実施しました。語学

だけでなく、現地のさまざまな施設を訪れたり、文化を学んだりする

こともできる内容となっています。

インド／ビヤニ大学学生交流
　ビヤニ大学は 7 つの単科大学群からなる大学で、平成 24 年の 9 月にシステム科学技術学部と部局間交流協定を締結し、本
学からビヤニ大学への留学は、今年度が初の取組となります。2 月に実施する交流プログラムでは、一週間の日程の中で英語
の専門講義や実験室の見学といった研究交流や、歴史文化遺産見学などを通じた異文化体験を行うこととなっており、4 名の
学生が参加する予定です。

中国／清華大学深圳大学院研究交流
　中国広東省に位置する深圳大学院は、常に時代のニーズをとらえた最先端の研究を行う、清華大学の大学院です。世界有数
の大学と積極的な学術交流を行っており、本学とは平成 25 年 5 月 15 日に大学間協定を締結しました。1 月には最先端の研究
に触れることで学生の視野を広げることを目的に、大学院生 10 名程度を派遣する予定です。

県立大学の

これからの開催予定

秋田県立大学機関リポジトリ

https://akita-pu.repo.nii.ac.jp/

内容は

今後も追
加予定！

　　　「秋田県立大学機関リポジトリ」とは、本学で生み出されたさまざまな研究教育成果(学術論文・教育資料・報告資料・図

書資料・博士学位論文など)を、電子的な形態で永続的に蓄積・保存し、インターネットを通してどなたでも無料でアクセスで

きるように公開することを目的とした学術コンテンツデータベースで、平成26年5月から運用がスタートしました。

　　現在公開しているのは「秋田県立大学ウェブジャーナル」と「学術論文」、「博士学位論文」で、秋田県立大学ホームページ

の左下にあるバナーからアクセスできます。

秋田県立大学機関リポジトリ運用スタート！

現在公開中の内容

◉秋田県立大学ウェブジャーナル
◉学術論文

◉博士学位論文


